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現在までの公募

• 第1回公募：2008/12-2009/3

• 軌道等制限なし

• 応募提案：16件

• 2 2011/1-2011/3• 第2回公募：2011/1-2011/3

• ISS/JEM搭載

• 打ち上げ時期：2015-16

• 応募件数：14件



第1回公募

• 静止軌道観測：6件

陸2件、大気2件、雷、降雨

• ライダ3件

植生、ドップラ、CO2DIAL植生、ドップラ、CO2DIAL

• 大気化学：2件

• モルニア軌道：1件（大気風）

• 高分解能：1件

• 氷雲：1件



第2回公募

• ライダ：4件
植生2件、CO2DIAL、H2ODIAL

• 大気化学：2件
• 海面塩分
• 氷雲・水蒸気サブミリ• 氷雲・水蒸気サブミリ
• 雷
• 雲・降水レーダ
• GPS掩蔽
• その他（通信）：3件



「きぼう」の実験環境「きぼう」の実験環境

1. 1. 1. 1. 様々様々様々様々なななな用途用途用途用途にににに対応対応対応対応できるできるできるできる視野視野視野視野をををを確保確保確保確保
上を向けば天体観測、下を向けば地球観測など、広大な視野
を様々な用途に活用。

2. 2. 2. 2. 豊富豊富豊富豊富なリソースをなリソースをなリソースをなリソースを提供提供提供提供
・排熱 ：最大３ｋＷ／１実験ポート
・電力 ：最大３ｋＷ／１実験ポート
・通信 ：最大１０Ｍbps

3. 3. 3. 3. 大型大型大型大型ペイロードがペイロードがペイロードがペイロードが取付取付取付取付けけけけ可能可能可能可能
・搭載可能重量： 「きぼう」エアロック

「きぼう」ロボットアーム
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・搭載可能重量：
最大２，５００ｋｇ／１実験ポート

4. 4. 4. 4. 多様多様多様多様なななな手段手段手段手段よるよるよるよる実験装置実験装置実験装置実験装置のののの輸送輸送輸送輸送
船外プラットフォーム用実験装置は、宇宙ステーション補給機
（HTV）やスペースX社の開発しているドラゴン（ Dragon）により、ま
た船内輸送品は、プログレス等でも輸送可能

5. 5. 5. 5. 柔軟柔軟柔軟柔軟なななな軌道上軌道上軌道上軌道上ペイロードペイロードペイロードペイロード交換機能交換機能交換機能交換機能
２つのペイロードハンドリング機能
・「きぼう」ロボットアーム（JEM RMS）
・「きぼう」エアロック（船外活動に頼ることなく、

船内と船外の間で機器の出し入れが可能）

「きぼう」エアロック

HTV



「きぼう」船外プラットフォーム利用の計画

オゾン層観測
(SMILES)

高層大気発光現象観測
(IMAP, GLISM)

X線天体観測
(MAXI)

新規ｾﾝｻによる観測新規ｾﾝｻによる観測新規ｾﾝｻによる観測新規ｾﾝｻによる観測
新規センサによる空間・時間新規センサによる空間・時間新規センサによる空間・時間新規センサによる空間・時間

分解能向上実証分解能向上実証分解能向上実証分解能向上実証

高エネルギー電子、ガンマ線観測装置(CALET)

2010年 2015年 2020年

世界をリードする世界をリードする世界をリードする世界をリードする
科学成果の創出科学成果の創出科学成果の創出科学成果の創出

地球環境問題地球環境問題地球環境問題地球環境問題
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極限エネルギー宇宙線探索装置
(EUSO)

天文観測

宇宙環境計測、部品材料評価
（SEDA）

船外活動支援ロボット
(REXJ)

宇宙空間
ｴﾈﾙｷﾞｰ伝送実験

システム組立技術実証太陽光発電

材料・部品

大型構造システム
組立技術実証

ロボット技術

ｲﾝﾌﾚｰﾀﾌﾞﾙ構造
インフレータブル構造

(SIMPLE)

船外保全作業
システム技術実証

宇宙技術実証利用宇宙技術実証利用宇宙技術実証利用宇宙技術実証利用



JEM利用のメリット

• バス、ロケットが不要

• 潤沢なリソース

電力

排熱（冷媒循環）

• 修理、交換可能



JEM利用のデメリット(1)

• 位置、姿勢が不安定
高度：330-460km

姿勢変動：±3.5°程度変動（変動周期は遅
い）

• 高緯度域が観測できない• 高緯度域が観測できない
傾斜角：51.6°

• センサ形状に制約
宇宙飛行士の安全性に配慮した設計が必要
冷媒冷却系
HTVの収容室の制限



JEM利用のデメリット(2)

• データ伝送速度が遅い

最大10Mbps

• 冷却系、電源系の不安定時に対する設計対
応が必要応が必要


